
マテリアル工学科の教育目標

■マテリアル工学科の特色

材料工学・化学工学を基軸に、物質・材料のナノスケールから製造・生産といった

マクロなシステムまでを一つの体系として捉え、マテリアル工学に係る価値の創出を

目指す一連の教育を通じて論理的思考力と創造力を養い、総合的視点にたって環境、

資源、エネルギー問題などの社会的課題を克服する能力を酒養する教育・研究を行う。

■マテリアル工学科の育成する人材像

材料工学・化学工学を深耕・融合させ、頑健な基礎知識をベースとしてマテリアル

工学をマルチスケールで、俯瞰できる能力をそなえ、基盤的及び先端的なマテリアル

の設計と計測・解析、プロセスと創製、及びそれらを活かすことのできるシステムを

創出するために、工学的合理性と信念をもって自発的に取り組める人材を育成する。



応用数学

授業科目

１年 ２年 ３年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

応用データ
サイエンス

工学倫理

ﾏﾃﾘｱﾙ量子化学ﾏﾃﾘｱﾙ量子工学

ﾏﾃﾘｱﾙ工学概論

固体物理演習結晶物理学 ﾏﾃﾘｱﾙ固体物理2
及び演習

ﾏﾃﾘｱﾙ固体物理1

ﾏﾃﾘｱﾙ工学演習

卒業研究B卒業研究A

先端ﾏﾃﾘｱﾙ工学
概論1

先端ﾏﾃﾘｱﾙ工学
概論2

素材ﾌﾟﾛｾｽ工学

材料機能物性学電気化学

先端金属材料学

材料組織学 理論計算材料学

相平衡論

先端ﾌﾟﾛｾｽ工学1 先端ﾌﾟﾛｾｽ工学2

マテリアル工学実験
基礎

マテリアル工学実験
応用

熱移動と拡散

流動

生産マテリアル工学

物理化学1 物理化学2
材物理化学3
及び演習

物理化学4物理化学演習

物理学実験化学実験

反応工学

熱ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

拡散ｼｽﾃﾑ機械的分離ｼｽﾃﾑ

触媒反応システム

粉体工学 ｼｽﾃﾑ制御

サステナブル工学

力学I 力学II

化学基礎I 化学基礎II

数学1及び演習

数学2及び演習

微分積分学I

線形代数学I

微分積分学II

線形代数学II

電磁気学I 電磁気学II

機器分析概論

マテリアル工学科
カリキュラムフロー

プロセス設計

生物化学工学

複素関数論

機械工学基礎
及び演習

化学工学概論

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学講義

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習

国際理解

データサイエンス

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学実習

データサイエンス

英語（基礎）

専門系科目
(必修)

専門系科目
（選択)

専門系科目
(選択必修)

教養科目

分野別基礎科目

共通基礎科目

英語（コミュ）

基礎セミナー

超学部セミナー

初修外国語

大学での学び基礎論

多言語修得基礎

英語（中級） 英語（上級）

材料力学 材料強度学 材料塑性学
構造材料学
及び演習

現代教養


